
1 調査対象業務名 ：複写機（静電式）借上

2 入 札 日 ：令和元年11月26日

3 調査対象業者名 ：仙台トーホー事務機株式会社

4 調 査 概 要

調査結果

　調査対象業者は、以下の理由から、当該価格にて適切な履

行が可能と判断し、入札に臨んだものである。

①協力会社から、特値価格でリースの支援が受けられるため

経費が抑制できること。

②保守については、極力人件費を節約するため、メーター確

認・点検要領等を最大限システム化することで経費が抑制で

きること。

③手持ちの同種業務が第３合同庁舎内の官署で複数あり、保

守要員を再配置する必要がなく経費が抑制できること。

　入札価格は、予定価格の43.7％であったが、数量は適正で

あり、重大な積算の誤認は見受けられなかった。

　メーカーの協力により見通しは立っている。

　当局を含め、仙台市内官公庁との契約実績があり、適正に

履行している。

5 当該業務についての適正履行の有無　　有

6 落札の決定　　令和元年12月16日　　仙台トーホー事務機株式会社

　現在、当局において広幅複合機の借上及び保守業務を行っ

ているが、保守要員は適正に配置されている。

低入札価格調査結果調書

当該価格により入札した理由

手持ち業務の状況と保守

労務者の供給見通し

過去に実施した業務内容

調査事項

入札価格の適切性

要員の適正配置


